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図　の　説　明
左側頸動脈写；A側面像，B前後像，内頸動脈サイフォン部と頸部に狭窄があるが，異常血管網は
認められない．脳室（特に右側）の拡張がある．
右側頸動脈写：A側面像，B前後像，内頸動脈サイフォン部に狭窄があるが，異常血管網は認めが
たい．
脳の肉眼標本：A右側面，B左側面，　C上面，　D下面
側面からみると，両大脳半球は頭頂から側頭葉にかけて蒼白，硬化している．右側後頭葉の硬化は著
明である．上面から硬化は左前頭葉に及んでいるのがみえる．内側面では硬化なし．硬化以外では
髄膜の著明な充血，脳回の浮腫を示している化膿性髄膜炎である，
脳底部動脈：A内頸動脈，中大脳動，後交連動脈，その分岐，異常血管網なし．B脳底動脈，後大
脳動脈その分岐部にやや太目の血管がみられる．
脳橋中央部：錐体路，皮質橋路（一部）pallorのがみられる．右側に強い．　K－B染色．
延髄：錐体のpallorがみられる．　K－B染色．
大脳脚，膝状体部の前顔断面（Text－Fig．1の4に相当する）1両側とも前中心回と側頭葉の皮質，
髄質にわたる硬化像がある．その他は充出血，浮腫がある．
図7の右側半球の所見：左図はHolzer染色，右図はK－B染色．ダリア増生の硬化と脱髄の対照
が明らかである．
頭頂・側頭葉の前額断面（Text－Fig．1の5｝こ相当する）：右側の硬化が著明である．内側面は硬化
を免がれている．
図9の右側半球の所見：左図はHolzer染色．右図はK－B染色．硬化，脱髄が広汎である．皮質
の層状壊死がある．
皮質の層状軟化壊死：皮質第3層を中心に5，6層に及ぶ．軟化巣とダリア線維増生がみられる．皮
髄の境界なくダリア細胞の著明な増殖がみられる．H．　E染色．　X100．
髄質の脂肪染色：多数の脂肪四角細胞とダリア細胞がみられる、左方に皮質の軟化巣がある．
Sudan　III染色．×250．
脳底部動脈壁の所見：内官，中大脳，後大脳，脳底動脈のcushion状の肥厚がみられる．　Elastica－
VanGieson染色．
　　　　　　　aci：a．　carotis　interna，　acm：a．　cerbralis　medialis
　　　　　　　aca：a．　cerebralis　anterior，　acp：a．　cerebralis　posterior
　　　　　　　acmp：a．　communicans　posterior，　ab：a．　basilaris
　　　　　　　acrs：a．　cerebellaris　superior，　av＝averterbralis
Intima1丘bromuscular　dysplasia＝A．左中大脳動脈，　B左後大脳動脈，内膜のcushion状の肥
厚，層状購造，平滑筋増生があり，内皮側では膠原線維，酸性粘液多糖類の増加がみられる．Azan
染色．　×100．
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